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研究成果

平成8, 9年度の科学研究費補助金の交付を受け,平成8年9月に鹿児島県大島郡喜

界島北部の志戸桶付近の隆起サンゴ礁で野外調査を行い,平成9年9月にハンドポー

リング装置を用いてサンゴ礁堆積物と分析用化石サンゴ試料を掘削した.その際に

志戸桶沖の親戚サンゴ礁でスキューバを用いて造礁サンゴと海水を採取した.また,

共同研究者の太田および大村が平成8年度に隆起サンゴ礁で掘削したコア試料のサン

ゴ化石の酸素･炭素同位体比を測定し,完新世初期の海水温を復元した.ここにそ

の頃束を報告する.

研究調査項目

1.完新世サンゴ礁堆積物と化石試料の掘削

2.コア試料の岩相記載(同報告書,井龍康文担当ページ参照)

3.化石サンゴ群集の記載

4.化石サンゴモ群落の記載(同報告書,松田伸也担当ページ参照)

5.現生サンゴと海水の採取

6.酸素･炭素同位体比の測定と古水温の推定

1.完新世サンゴ礁堆積物と化石5t料の掘削

1997年9月25日から30日にかけて鹿児島県大島郡喜界島北都の志戸桶付近の隆起

サンゴ礁でジオアクト社製のハンドポーリング装置KT-2 ･ S型を用いて, T-1-6の

6本のコア試料を掘削した(写真1, 2).掘削位置はおもに杉原(1996MS)の1･Elを

基点とする測線shi-E上であり,太田他(1998)のボーリング地点1, 3, 4が位置する

測線とほぼ一致する(図1).これらの中でT-4はⅡ面の礁斜面縁脚上で, T-2とT-3

はⅢ面の礁斜面縁脚上で, T-1とT-6はⅣ面の礁斜面縁脚上で, T-5はⅣ面の縁洋上で

掘削された(表1).コア径はすべて50mmで,コア長は2.44-3.99mの範囲にある.

T-6は化石造礁サンゴpon'tes sp.の大群体を掘抜いたものであり,同位体比と化学成

分の分析に使用する.
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3.化石サンゴ群集の記載

掘削したコアの中で東北大学に保管しているT-1-T-4, T-6について,そこに含ま

れる造礁サンゴを同定し,群集を記載した.造礁サンゴ群集から推定される堆積環

境を考察した(図2-6) .

(1)T-1 (図2,写真3)

コアの最上部から0.4mまでは裸状の造礁サンゴ片を含むbioclastic pebbleが分布す

る.裸の一部は,杖状･被覆状のAcropora spp.とpocJ'JLopora daJZlLcomL'Sクである.

Faiites pentagona?の群体も含まれるが,これも異地性の可能性がある. 0.4-0.7mに

かけては,現地性被覆状のAcrobora gemmL'feraなどが分布する. 0.7-1.6mでは異地

性の造礁サンゴ片を含むbioclastic pebbleが認められる.枝状と被覆状のAcT･OPOra

spp.の裸が含まれる. 1.6-2.2m付近には現地性の造礁サンゴと皮革状石灰藻が認め

られ, framestoneを形成している.ここにはAcr叩Ora Sp.も認められるが,

CyphasttTeamicrophthaLma, FavL'tes haLLcora, M1-llepora exaesaが特に多い. 2.2 -

2.4mではP. vetTuCOSa?の裸を含むbioclastic pebbleが分布する. 2.4-3.3mでは

Acropora paJL'fera, Acropora nzoL)tJ'cuJosa?などの被覆状サンゴも認められるが,

Leptoria pht･ygz'aやFavL'a paLLJ'daなどのキクメイシ科のサンゴが卓越する. 3.3m～コ

ア最下部は枝状のAcr叩Ora Spp.を多数含むbioclastic pebbleが観察される.これらの

サンゴ群集から判断して,堆積環境はコアの最上部より1.6mまでは礁斜面最上部(水

深0-5m)の縁溝,縁脚であり, 1.6mからコア最下部までは礁斜面上部(水深5-

10m)の縁脚であった可能性が高い.

(2)T･2 (図3,写真4)

コア試料最上部から0.9m付近は杖状･被覆状のAcropora spp.やPocL'LLopora sp.の裸

を多数含むbioclastic pebbleである.特に, Acropot･a dL'gitJ'fet･aとA JZZOntJ'cuLosaが多

い. 0.9mからコア最下部までは数十cm単位でbioclastic pebbleからなる部分と被覆状

の現地性サンゴと皮革状石灰藻のframestoneからなる部分･が繰り返す. bioclastic

pebbleにはA geJZZZZu'feraやA dJ'gL'tJ'feraなどの被覆状ミドリイシが多い. framestoneに

はコア最上部より1.0, 1.2, 1.7, 3.8, 3.9mにMoLZtipora sp.が, 1.9mにPorL'tessp.が,

1.1mにA pah'feraが, 3.6mにA montJ'culosaなどの被覆状サンゴが観察された.

FavL'tes haLL'cora?やFavJ'a specL'osaなどのキクメイシ科のサンゴも認められるが,そ
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図2.コア試料で-1の化石産出状況とそこに認められる造礁サンゴの属種
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図3.コア試料T-2の化石産出状況とそこに定められる造礁サンゴの属種



の頻度は低い.これらの群集から推定される堆積環境は,コア試料全体を通して礁

斜面最上部から上部にかけて(水裸o-10m)の縁脚あるいは縁溝部の可能性が高い.

(3)T-3 (図4,写真5)

最上部から0.8mまではA. dL'gltjEera, A. gemmL'fera, Acropot･a hyacL'LZthusなどの被

覆状から卓状のミドリイシが卓魅する. 0.8-2.0mでは厚さ数十cm単位でbioclastic

pebbleからなる部分と被覆状の現地性サンゴと皮革状石灰藻のframeStOneからなる部

分が繰り返す. pebbleには杖状のAcropora sp.やPocL'LJopora daJZZ''comLIsが多数含まれ

る.裸の一部はサンゴモによって覆われる.現地性サンゴとしては被覆状の

Acrop_era Sp.とA dLgltL'feraが卓越する･ 2･0 - 2･9m付近では塊状のGard,'neroserls

planuLataの大群体が認められる. 2.9-3.4mでは再びbioclasticpebbleからなる部分と

被覆状の現地性サンゴと皮革状石灰藻のframestoneからなる部分が繰り返す.現地性

のサンゴとしては被覆状のAc'opora sp.とA dL'gLtifer･aが卓魅する. 3.4m～コア最下

部には現地性の塊状FavL'a steLLL.geraが認められる.以上の群集から判断すると,堆

積環境はコアの最上部より2.0mまでは礁斜面最上部(水裸o-5m)の縁脚であり,

2.0mからコア最下部までは礁斜面上部(水深5-10m)の縁脚であった可能性が高い.

(4)T-4 (図5,写真6)

コア試料最上部から0.3mには皮革状石灰藻とMontL'pot･a Sp.などの被覆状のサンゴ

からなるframestoneが分布する.一部では杖状のPocJ'LLopora sp.も認められる. 0.3-

1.1m近傍では被覆状のA dL'gLtL'feraが多いが,被覆状のFavL'tes sp.も観察された. 1.2

-2.3mでは塊状のbioclastic sandが広く分布する.この最上部にPocL-LJopora? sp.の襟

が含まれるが,その他には顕著なサンゴ片は含まれない. 2.3-2.7mでは被覆状のミ

ドリイシA montL･cuJosaの大きな群体が認められる. 2.7-3.0mは,再び塊状の

bioclastic sandであり,造礁サンゴ片は含まれない. 3.0m～コア最下部では皮革状石

灰藻と被覆状Acropora sp.とEchL'nopora ge皿maCeaが認められた.記録された造礁サ

ンゴの属種より,礁斜面最上部(水深0-5m)の縁脚で堆積した可能性が高い.一

方,コアの下部に認められるbioclastic sandは波の影響の少ない礁池や礁斜面深部で

堆積した可能性がある.志戸桶沖の現成サンゴ礁でもbioclastic sandは通常縁脚には

分布しない.したがって,造礁サンゴと堆積物から推定される堆積環境は矛盾する.
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図4.コア試料T-3の化石産出状況とそこに認められる造礁サンゴの属種
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図5.コア試料T-4の化石産出状況とそこに認められる造礁サンゴの属種



(5)T-6 (図6,写真7)

コア最上部から2.1mまでは塊状のPon'tes sp.の巨大な群体である. 0.9mと1.6m付

近に骨格の欠如が認められるが,形態の類似性からいずれの部分も同じ群体と推定

される.コアに記録された群体の厚さから判断すると,直径は2m以上に逢したもの

と考えられる. 2.1 -2.4mでは被覆状のAcropora dJ'gL'tl'feraと枝状のAcropora sp.,

pocL'LLopora damL'corm'Sが分布する.これらのサンゴ群集は, T-6が礁斜面最上部(水

深0-5m)の縁脚から縁溝で堆積したことを示唆する.

以上の結果をまとめると, T-1とT･3ではコア試料下部で礁斜面上部(水深5-10m)

の海嶺環境であったのに対して,コア試料上部では礁斜面最上部(水深0-5m)が

推定された.また, T-4とT-6はコア全体が礁斜面最上部(水深0-5m)で堆積した

ことが判明した.いずれもコア長が短いことと関連している可能性がある. T-2の堆

積環境は,コア試料全体を通して礁斜面最上部から上部にかけて(水深0-10m)の

縁脚あるいは縁溝部と推測されているが,これは詳細な環境を特定できなかったこ

とと同義であり,今後のさらなる研究が期待される.
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図6.コア試料T-6の化石産出状況とそこに認められる造礁サンゴの属種



5.現生サンゴと海水の採取

喜界島は北緯28.40　に位置し,亜熱帯に属する.黒潮が奄美大島とトカラ列島の

間を北上するため,喜界島は黒潮本流から南側に少し外れる.サンゴ礁の分布の北

限に近いにもかかわらず,島の周囲には完新世および現世のサンゴ礁が発達する.

島北部の志戸桶付近では完新世サンゴ硬が礁池を持つ裾礁であるのに対して,現生

の礁は海岸から礁斜面が直接発達するタイプの裾礁である.ボーリングを行った測

線の延長上の海岸より約400m沖に位置するサンゴ礁で,水深10-30mの礁斜面の調

査を行った(図1) .

(1)現生サンゴ試料

造礁サンゴ骨格に海水温や塩分などの環境がどの程度正確に記録されているかを

検討するため,志戸桶沖の礁斜面で現生造礁サンゴpon'tes spp.を採取した. 1997年

9月26, 27, 30日にかけて水深10-30mの範囲で5m毎に直径20cm前後の群体を3-

5個体づつスキューバを用いて集めた.また,水深0-5mではシュノーケリングによ

って採集した.これらは, pon'tes Jobata. Pon'tes Lutea, Pon'tes austraLL'eLZSLsのいずれ

かの種に含まれる.

(2)海水

海水の酸素同位体比と溶存無機炭素の炭素同位体比を測定するため,造礁サンゴ

の群体を採取した地点で海水を汲み取り,海水温を測定した.海水はミリポアフィ

ルターで漣過した後,酸素同位体比用はそのまま,炭素同位体比用には飽和塩化第

二水銀の溶液を2-3滴加えて,バイアルビンに保存した.

(3)表層海水温(SST)と塩分

造礁サンゴ骨格の酸素同位体比と化学成分の記録を海水温と比較するためには,

正確な海水温と塩分の長期的かつ連続的な測定値が必要である.海水温や塩分は試

料採集の際に直接測定,あるいは,実験室で測定できるが,年間数回のデータしか

集められないため,今回の研究には不十分である.そこで,以下のリモートセンシ

ングと船舶調査によって得られたデータの公開資料を利用した.

海水温:コロンビア大学の公開したIGOSS SSTデータから過去16年間の喜界島周辺

(東経1300北緯280 )海域の表層海水温(SST)を集めた(図7).このデータから
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ロンビア大学のIGOSS SSTデータに基づき1981から1997年12月までの期間につい
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喜界島周辺海域の夏期の最高海水温は約29℃で,冬期の最低海水温は約22℃である

ことが判明した. 1986年と1990年の冬には異常な低温が, 1988年, 1989年と1991

年の冬には異常な高温が記録されている.近年では, 1996年, 1997年の夏が低温で,

1997年の冬が高温であったことが読み取れる.

塩分:海上保安庁水路部日本海洋ヂ｣タセンターUODC)のloメッシュ塩分データか

ら喜界島周辺の塩分の年周変化を再現した(図8).その結果,塩分月別平年値には

年周変化が認められ, 2月に最高(34.91), 8月に最低(34.39)となることが判明した.

降水量の多い夏に塩分が低くなっていることから,塩分と海水の酸素同位体比の長

期的な変動も海水+降水の単純なモデルで説明できる可能性がある.



6.転乗･炭素同位体比の測定と古水温の推定

造礁サンゴpon'tes spp.骨格に記録された酸素同位体比から過去の海水温を高い精

度で復元するため,沖縄県石垣島北部米原沖の現世サンゴ硬の水深0-25mで採取さ

れたPorLtes spp.の酸素同位体比を用いて,水深変化に伴うvital effectによる分別の効

果も含めたモデルを作成した(香川, 1994MS).喜界島の化石試料にそのモデルを

適用して,古海水温を復元した.

(1)試料の採取と年鵜の解析

右垣島で件られたモデルが喜界島の試料に対しても有効であることを確認するた

め,水深9mで採取された群体(KSOl･09)を解析用の試料として選んだ(表2).また,

完新世初期の古水温を復元するため太田他の科学研究費補助金『南西諸島,喜界島

の完新世サンゴ礁段丘の形成･離水過程の再検討』によって1996年に段丘面正の礁

池で掘削されたボーリングコアN0.4の化石Pon'tes sp.(1805)を選んだ(表2). 1805

のウラン系列年代は9.2kaである.

水深変化によるvitaleffectの大きさを検討するために,化石試料の水深を推定する

必要がある.石垣島の現生造礁サンゴの年島幅は水深が深くなるのに伴って狭くな

ることが知られている(香川, 1994MS).そこで,喜界島の試料についても,年垢

の解析を行った.現生および完新世pon'tes spp.の群体から厚さ約5mmの薄板を群体

表面に対して垂直方向に切り出し,そのソフトⅩ線写真を撮影した.

水深と年海幅の関数が喜界島の試料に対しても変わらないと仮定すると, KSO1-

09の平均年篇幅は5.98mm/年であり,生息水深は6mと推定される.また, 1805の

年籍幅は8･15mm/年であり,水深は5mと推定された.この億はChappell and

Polach(1991)の海水面変化曲線から推定された試料の水深の償(6-7m)に近い.

XSO1-09のバンド形成時期については,酸素同位体比の分析結果と比較して,夏に

高密度バンドが,冬に低密度バンドが形成されたことが判明した.

(2)酸素･炭素同位体比の測定

造礁サンゴの薄板から年掛こ直行する方向に約0.5mm問隔で同位体比測定用の試

料を削り出した. 1991冬から1997年夏に分泌された約7年分の範囲より40試料を得

た･分析には東北大学大学院理学研究耕地圏進化学講座のFinnigan MAT社製DeltaS

を使用した.試料はリン酸バス中で103%リン酸と70℃で反応させた.作業用標準
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表2.分析に使用した造礁サンゴ試料

属榛名 氷�ﾅF吋��2����生息水深(∩) 僖驀h閉�%Fﾆﾒ��標高(∩) 

現生造礁サンゴ (KSO1-09) ���&友W77���(0) 湯�8.15 ��

化石造礁サンゴ ~(1805) ���&友W77���9.2 尼�5.98 蔦�b�

試料採集地点

現生遣礁サンゴ:鹿児島県大鳥郡喜界町志戸榔中礁斜面

化石造礁サンゴ:鹿児島県大鳥郡喜界町志戸桶東方Ⅱ面礁池上(コア掘削地点4)

表3･モデルより推定された喜界島周辺の現在および完新世(9.2ka)の水温

年平均水温推定傭(℃) 僖饉ﾘｼ��X孰���ｩ&ﾂ��竰�年格差推定備(℃) 僖隕俚yOﾉ�陋��竰�

現生サンゴ(KSO1-09)I く水深9m) �#�纈�24.55 澱綯�7.5 

化石サンゴ(1805) く水深5m) �#"��� 唐�"� 



試料としてMACSlを用い, PDBを標準とした∂値に換算した.

a.酸素同位体比

現生のPon'tessp.の酸素同位体比は明瞭な年周変化を示し, 7月に低い値を, 2月に

高い値を示す(図9).また,夏の最も低い値は-5.2‰で1991年に,冬の最も高い値

は-3.4‰で1993年に記録された. ∂値は海水温と以下のような負の相関関係をもつ. .

∂C=-0.160t･ 0.176

ただし, ∂Cは骨格の酸素同位体比でt (℃)は海水温である.相関係数はR-0.923で,

両者の相関は非常に高い.両者の直線回帰式の傾きは-0.160で同位体平衡下でのア

ラレイシの値と誤差の範囲で一致する(Tarutani etaL. 1969).一方,海水と骨格の酸

素同位体比の差を補正していないが,この直線のy切片は約3‰軽く,造礁サンゴの

生体効果が大きいことが推測される.

化石試料の酸素同位体比も明らかな周期的変化を示し(図10) , -1.48--3.85‰

の問で変動している.年稔と同位体比から約5年分の変化が認められ,秋に高密度バ

ンドが形成されたことが読み取れる.

b.炭素同位体比

酸素同位体比と同様に年周変化を示すが,明瞭ではない.現生試料の同位体比は

は-3.2--1.0‰の範囲で,化石試料のものは-2.6--0.5‰の範囲で変化する.一般に,

春先に最も低い値に,夏の終わり頃に高い値となり,酸素同位体比の位相と一致し

ない.

(3)モデル

第四紀の化石試料の酸素同位体比と海水温･塩分の関係を記述するためには,現

在のモデルに氷床量の変化分を加味する必要がある.また, vital effectをモデルに加

えるため,石垣島で得られた水深と平均酸素同位体比の関係式を採用した(香川,

1994MS).本研究では完新世化石試料の酸素同位体比の変化分(A ♂ 180)に関し

て,以下のモデルを検討した.

A8180= △氷床量+ △水温+ △塩分+vitaleffect

ただし, △塩分は氷床量の変化に伴うものではなく,年周変化に由来するものであ

る.これらの項のなかで氷床量,塩分, vitaleffectの値が定まれば,温度変化を再現

できる.また,氷床量,温度, vitaleffect分が決まれば,塩分を推定することができ

る.可能であれば,骨格のSr温度計(sr/ca此)を用いて水温を復元し,それと酸素同

位体比から塩分を推定する分析アルゴリズムが最も適当と考えられるが,今回はそ
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の分析ができなかった.ここでは塩分変化が現在と同じ程度小さかったことを仮定

して,水温を再現した.

a.氷床量

モデルに使用する氷床量変化分についでは,海水準の変化から計算する方法と底

生有孔虫に記録された深海底の実測値を用いる方法がある.本研究では琉球列島近

海の底生有孔虫UvL'gen'na h''sp''docostataの酸素同位体比の記録から変化分を見積もっ

た(武石, 1996MS).すなわち,石油公団石油開発技術センターによって宮古島沖

で掘削されたグラビティコア(TC-2)に記録された9.2kaの酸素同位体比は現在とく

らべて0.5‰重いため,その分を補正する.

b.塩分

喜界島周辺の塩分の季節変化は約0.5程度である(図8).この億は酸素同位体比

に換算すると, 0.1‰分にすぎない(Oba, 1988).したがって,今回のモデルでは塩分

は変化しないものと仮定した.

C. vital effect

PorL'tes sp･の酸素同位体比は水深が深くなるのにともなって重くなる傾向がある

(香川, 1994MS ;図11).この現象は,水深の増加に伴う光合成速度の減少と,

骨格成長速度の減少に由来すると考えられる.このvitaleffect (Sv 180)を補正す

るため,図11のデータを以軍のように直線でモデル化した.

Sv180=-0.182T+0.04D･ 0.55

ただし, Tは水温(℃)守, Dは水深(m)である.水温項の傾きは石垣島米原沖水

深o･25mのデータから求めた.これらの傾きは･0.ll--0.25の範囲にあり,その平均

値は･0.1畠2である.水深項の傾き0.04は図11の回帰直線の傾きである.

(4)古水温の復元

鬼に求めたモデルを用いて喜界島の現生および化石試料に付いて水温を復元した

(表3) ･化石試料の水深についでは年垢幅より推定した.その結果,現生試料の年

平均水温推定値は21.9℃で,年格差推定値は6.6℃となった.現在の喜界島周辺の平

均海水温は24･55℃であり,モデルからの推定値は2.6℃低く見積もられた.また,

平均年格差の実測値は7.5℃で,推定値と比較的近い.年平均値が低くなぅた原因と

して,水深9mの水温が実際に表層よりも低いこととvitaleffectの貢献分を完全に補

正できなかったことがあげられる.また,モデルの精度をより高めるためには骨格

と海水の酸素同位体比の差も含める必要がある.
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Porites spp.の酸素同位体比の平均値と8 180.誤差棒は年周変化(1 0 )

の幅を示す.



化石試料の年平均水温推定値は22.0℃で,年格差推定値は8.2℃となった. 9.2ka

の海水温は現在よりも数℃高かったと考えられているため,今回の結果とは矛盾す

る.また,図9と図10の比較より, 9.2kaの夏の平均最高海水温は現在とほぼ同じで

あるが,冬の平均最低海水温が現在より約2℃高かったことが明らかになった.
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rm
2.コア試料の岩相記載

井龍康文

ⅠⅤ面の標高0.752mの地点で掘削された,全長3.44mのコアである.コア全体を通じて造

礁サンゴ群体およびとoral framestoneが卓越する. fI･ameStOneには皮殻状無節サンゴモが少

量含まれる.サンゴ群体/coral fram｡st｡n｡の問は,未固結～半固結のサンゴ片(特に杖状ノ

サンゴ片) ･軟体動物片･有孔虫殻などの生砕物よりなるcoral rudstoneで構成されている.

これらの生砕物は,中裸サイズまでの大きさで,淘汰は悪く,よく円磨されている.深度

0.9mには,茶色を里する明瞭な面が認められ,これはかつてのexposure surfaceの可能性

がある.また,コアの下部深度3.3m以味では,生砕物の問の間隙にinternal sedimentsがみ

られる.L'

コアT-2

コアの掘削地点はⅠⅠⅠ面の標高1.341mの地点で,掘削深度は3.99mに達する.本コアの岩相

は深度0.95mを境に大きく2分される.地表から深度0.95mまでは,よく円磨されたサン

ゴ片を多く含むcoral rudstoneからなり,その下位ではサンゴ片を多く含むcoral rudstone

とサンゴ群体/coral frameStOneが交互に繰り返す. coral framestone中には無節サンゴモ

が普遍的に認められる.特に,コアの最下部,深度370cm以深では,無節サンゴモが造礁

サンゴを厚く覆っている.それらの成長位はほぼ水平方向を示している.

コアT-3

コアはⅠⅠⅠ面の標高1.975mの地点で掘削され,全長3.58mの試料が得られた.本コアの岩相

は,深度3.13-3.22mはコア試料は未回収部分を除いて,以下の5つに区分される.

1.地表から深度1.12mまでの,よく円磨されたサンゴ片を多く含むcoral rudstoneとサンゴ

群体/coral framestoneの互層からなる部分.

2.その下位深度2.00mまでの,淡黒褐色を帯びた不規則な形状のcoral frameStOneのブロッ

クとサンゴ片が混在する部分.

3.深度2.00-2.75mの造礁サンゴ群体(GardL'LZerOSen'S pIanuJata)によって占められる部

分.

4.深度2,75-3.13mの,淡黒褐色を帯びたcoral framestoneのブロックとサンゴ片の混在部

分(2と同様の岩相).

5. 3.22-3.58mの, coral rudstoneとサンゴ群体/coral framestoneの互層部分(1と同様の

岩相).

なお,深度3.30mおよび3.40mには, exposure surfaceの可能性がある茶色を里する明瞭な

面が認められる.

＼



コアT･4

コアはⅠⅠ面の標高3.737mの地点で掘削された.ここでは,全長3.03mを掘削したが,岩芯

試料が得られたのは,上部1.03m (うち, 0.62-0.84mは試料未回収)であり,その下位

は錐粉(スライム)として回収された.

上部1.03mのうち,地表から深度0.34mまでの部分はcoral framestoneからなり,皮殻状無

節サンゴモに覆われた造礁サンゴが認められる.コアT-2の最下部同様,それらの成長方

向はほぼ水平方向である.その下位,深度0.34-1.03mは淡黒褐色を帯びたcoral

framestoneのブロックとサンゴ片の混在部である.

コアT-6

コアはⅠⅤ面の標高1.128mの地点で掘削され,全長2.44mの試料が得られた.地表から深

度2･04mは塊状ハマサンゴ(Forやs sp･)が占め,その下位には円磨されたサンゴ片を多

く含むcoral rudstoneとサンゴ群体が,それぞれ2回繰り返してみられる.
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志戸桶完新統ボーリングコアに見られる無節サンゴモ
松田伸也･井龍康文

1 9 9 7年9月末に､喜界町志戸桶地区の完新統隆起サンゴ礁を掘削して得られたコ

アのうちの､礁縁にはぼ垂直な直線上にならぶ､ T-1､ T-2､ T-3､ T-4と命名さ

れた4本のコアから,肉眼で大型の無節サンゴモが認められる部分1 9箇所を切り取り､ノ

研磨薄片を作成し､無節サンゴモの同定を行った｡検討した試料の採取部位を表1に示

す｡

その結果･全体で7種を確認した｡それらは､ Hydroh'thon onkodes (注1) ,

Hydrob'thon mumkosii,乃1eOPhyDum com'cum(注2 ) ,

Neqgom'oh'thon fosh'el', NeogonL'oh'thon sp. A (蜘and. Matsuda, 1994),

Ljthophynum itlsL'pjdum, Mesophynum eTubescens　である(図版1 ) ｡各試料ご

との検討結果を表2および表3に示す｡

これらの種は､分布下限深度はそれぞれいくぶん異なるものの､いずれも琉球列島の

現世サンゴ礁では､密接に伴いあって､内側礁原から礁斜面にみられ､ひとつの群集を構

成している｡特にHydrclh'thon onkdesは.琉球列島の現世サンゴ礁では､この群集の

優占種であり､分布下限深度は20mである(Iryu, 1992)｡今回Hydroh'thon onkdes

が認められなかった試料も､ Eheophyuum conL'cLmもしくはLithophynum

itlsl'pidumの存在から､ HydrDh'thon onkodes　が生育できないほどの深さの堆積物で

ある可能性は小さい｡ T-1､ T-2､ T-3のコアでは､下部から上部までまんべんなく

Hydoh'thon onkdes　を優占種とする群集が見られると言え､志戸桶地区の完新統隆

起サンゴ礁のうち､今回T-1､ T-2､ T-3のコアが掘削された部分は､ 20mより浅

い内側礁原から礁斜面の環境で堆積したと考えられる｡

注1 :本種は伝統的なAdeyand MacIntyTe(1973)やAdey et aL. (1982)の属概念ではLbmDthon

oqkodesとされていた｡

注2 :本棟批uey etaJ･ (1982)の属概念ではL5mgoLIEoDthon coLdcumとされていた｡
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表1.研磨薄片で検討した試料｡

試料　　コア　採取部位(地表面からの深さ,cm)

A 良 C D E ド G H I ∫ K L M N 0 p Q R S Tll J　　　　　　　　　7-ll

T-1　　　　　　　　15-25

T-1　　　　　　　　137- 147

T-1　　　　　　　150-156

T11　　　　　　　181-189

T IT IT lmT lmE:崇:mmeum 194-200

200-20 7

222-225

229-240

261-271

109-1 15

164-171

324-330

369-372

33-38

56-62

330-33 5

0-12

26-38

表2.コアT-1の各試料のサンゴモの出現表｡各試料については表1参照｡ ◎は生殖巣

窟の中軸断面が観察されたもの､ ○は中軸断面ではないが生殖巣寓の断面が観察されたも

の､ △は生殖巣満の断面が観察されず栄養組織の特徴で同定されたものであることを示

す｡

種試料 ���B �2�D 燃�F 排�H �B�∫ 

HydrDHthot)otkdes ���○ ���△ ��"�㊨ ���㊨ ���㊨ 

f脚thonmzLrakwH ��ｲ� �� �� ��△ ��○ 

乃teOPhynumccnLcum �� ��○ �� �� ��△ 

一一_.IJJJヽJ �� �� �� �� �� 

NecgotlEonthonsp.A �� �� ��"� ��△ �� 

LLthophyntmLnsL'DLdum ��ｲ� ��"� ��"� �� ���○ 

Mesophynumemkscens �� �� ��㊨ �� �� 



ノ

表3.コアT12, T-3, T-4の各試料のサンゴモの出現表(記述法は表1と同じ)

種.試料 抜�L 挽�N ���P ���R �2�

HydrQHth禦..Onkcxles HydTOEthonmut:akosL'L' 'C ��㊨ ���㊨ ��㊨ ��� ���

㊨ �� ���㊨ �� ��

㊨ ��"� ��� ��･◎ ��

'uthontosHeL �� ��"� �� �� ��

sA �� ��△ �� �� ��

LlthophynumLnsJ'DLdu甲 Mesophyntn77erUbescens ��㊨ �� �� ��◎ ��"�

○ ��㊨ �� �� 

図版1説明
1. Hydroh'thon onkodesの無性生殖巣寓

2. Hydroh'thon onkodesの雄性生殖巣喬

3. Hydroh'thon mumkosii

4. Lheophyuum com'cum,

5. Neogom'oh'thon fcwh'el',

6. Neogom'oh'thon sp. A,

7. LEthoDhyBum　血sJ'pidum,

8. Mesophynum eTubescens

写真1 - 8は同一倍率｡写真1のスケールバーは100FLを示す｡



図版1


